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貿易自由化の流れが強まる中、日本の農業は抜本的な収益力の改善の必要性

に迫られている。しかし、それには 3 つの問題点がある。1 つ目が高齢化や世

襲制による新規参入のしづらさや収入の不安定さ等の理由による農業従事者の

減少である。2 つ目が日本の農業技術は高いが土地が限られている分ハンデを

負っているため、生産方法の工夫や、6 次産業化といった経営スタイルの改善

といった農業経営の向上の必要性である。この 2 つの問題の解決の糸口となる

のが農業の法人化であり、大規模経営を基盤に、各種の経営スタイルの改善、

収入の安定化、農業従事への障壁の撤廃を図り、「農業サラリーマン」という新

しい雇用形態を生み出すことができる。  

しかし、農業法人を行うにあたって最大の壁となるのが 3 つ目の問題である

農地集積である。政府は耕作放棄地及び農家が所有している農地を借り入れる

ことで農業の大規模化を推し進める「農地中間管理機構（農地バンク）」を設立

した。しかし、現状は農地貸出への不安や散在する農地では借り手が付かない

こと等の理由で大きな結果に実を結んでいない。私たちは、この問題は長期的

な目で見れば、世代交代で自然と解決できると考えている。しかし、このまま

何もせず世代交代を待っていると、耕作放棄地の増加という負の遺産を生み出

してしまうだけでなく、現在散在する非活用地に参入したくとも採算性がなく

足踏みしている農業法人がいるため経営改革が滞る状態が続いてしまう。つま

り農業改革の進展全体のスロー化という深刻な事態に陥ってしまうのである。

以上の問題意識のもと、私たちは農業法人に対し「オプション付き農地貸借

による農業経営の強化・人材確保・土壌維持」を提案する。オプション付き農

地貸借とは、現状農地が散在している状態により大規模経営が困難な農地にも

拘らず借りてくれた農業法人に対し、「貸借契約の更新優先権」、「補助金による

貸借条件の割引」、さらに「借農地周辺農地の貸借交渉の優先権」を付与すると

いうものである。これにより、現時点では、将来における経営スタイルの確立、

大規模化の基礎作り・土壌維持のため、各地にある耕作放棄地を活用していく。

そして、貸借更新時に大規模化ができるようであれば、その土地の優先的交渉

権を行使して、貸借契約を結べるというものである。つまり、日本の農業が秘

める将来性をオプションによって現在の権利に変換し、農業の経営改革のスピ

ードアップに活かしていくことである。  

また、付与するオプション内容に関しても、借りた土地を農業法人の経営ス

タイルに合わせて活用できているか、農業インターンの促進をしているか、な

どの視点によって変えることで、より一層農業経営改革の促進をしていくこと

も検討している。   
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１．  はじめに：日本の農業の現状  

 2013 年 2 月 23 日よりアベノミクスの政策の一環として安倍首相は事実上の

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に正式参加を表明し、国民の関心が集ま

っている。首脳会議で 5 年程度の集中的な交渉の後、段階的に関税が撤廃され

ることが決まった。 

実は農業の保護のため日本には 400 種類以上もの補助金がある（資料 1.2 参

照）。そのため、に政策によって護られてきた経営能力が乏しい日本の農業では、

TPP への参加により安い輸入品に対抗できない農家が出てくることが予測され

る。日本の農業が衰退することで食の安全性や品質などにも影響が出ると考え

られる（資料 3 参照）。 

しかし、国産農産物にこだわる消費者が多いように、諸外国を上回る可能性

を秘めた高い技術水準も持ち合わせている（資料 4.5.6 参照）。つまり、TPP や

日本の農業の問題は悲観的に捉えられるばかりではなく、むしろ将来諸外国と

肩を並べられるような経営能力を育み、国内のみならず海外への輸出を増やす

チャンスであるとも捉えられる。 

現在農業業界では、法人化や 6 次産業化、ハイテク化などの試行錯誤をして

いる。また、政府では農林水産省において TPP の対策として 2014 年に公的機関

として「日本農業中間機構（農地バンク）」を設立し、農業への新規参入や農地

の大規模化を促進している。 

そこで私たちは日本の農業が抱えるいくつかの問題点を考えた。中でも「農

業従事者の減少」「農業経営向上の必要性」「農地の集積」の 3 つに焦点を当て、

日本の古くから培ってきた技術を武器に経営改革することにより日本の農業を

発展するための第一歩として農業法人にその解決を見出した（資料 7 参照）。本

稿では、「金融の力を利用し、日本の農業の将来の収益性を原動力にこれらの問

題を農業法人に積極的に取り組んでいくためのシステム」の提案を行う。 

２．  日本農業が抱える 3 つの闇と一筋の光  

①  農業従事者の減少 

 農業従事者はここ数年間で大幅に減少している（資料 8 参照）。この要因とし

て「農業従事者の高齢化」「後継者不足」「世襲制による新規参入のしづらさ」

「収入の不安定さ」「初期投資費用の高さ」「リスクの大きさ」が挙げられる。 

実は、企業や法人が学生に対して行った農業に関するアンケート調査による

と農業に興味関心があるという回答が約 7 割以上、農業を仕事にしても良いと

いう回答が約半数を占めている（資料 9.10 参照）。そうであるならば、なぜ現

状では農業従事者が増加しないのか。別のアンケートでは農業を仕事にしたく

ない理由が「生活が成り立つかどうかが不安」と回答した者が 43.2％と一番多
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い結果となっている（資料 11 参照）。 

では、収入やリスクに対する解決策があれば農業に携わる若者が増えるので

はないかと私たちは考えた。実際のアンケート結果においても「どのような環

境や支援があれば農業に係る仕事への就職を検討するか」という問いに対し「安

定した収入が見込めれば」と回答したものが 1 番多く約 6 割を占めた（資料 12

参照）。 

そこで、農業経営を法人主体にし、賃金契約で農業従事者を雇う、すなわち

「農業サラリーマン」という雇用形態を作り出すことで農業従事者の増加が見

込めるのではないか。その理由として法人であれば大規模経営をすることで農

地と作物を分散することによって特定の場所や作物が不作であっても他で補え、

農業従事者の収益を安定化することができると考えられるからだ。 

②  農業経営向上の必要性 

 日本の食糧自給率は約 40％、世界最低レベルだとよく言われているが、日本

の農業技術は決して低くはない。しかし、ただ高い品質を誇示するだけでなく、

その効果的な生産・販売方法を考える必要がある（資料 13 参照）。そこで諸外

国に勝るには「機械農業・ハイテク農業の導入」「有機農法、品種改良などを行

った品質の向上」「生産方法の工夫」「6 次産業化」といった経営スタイルの改

善を図る必要がある（資料 14 参照）。つまり、これからの日本の農業は諸外国

より一歩も二歩も勝った技術や品質を武器に高い経営力を持って競争していか

なければならない。 

①、②の問題に対する最も有効的な解決の糸口として注目しているのが上述

の農業法人の存在である。「農業サラリーマン」という雇用形態で新たな農家を

生み出し、自由貿易の国際競争下でも経営が成り立つような農業経営改革に対

する投資資金を持ち合わせた農業法人こそが最も有効的かつ安定的に解決でき

ると考えている。 

しかし実際に農業法人による①、②の問題の解決を図った際、現状では後述

の③の問題によって阻害されてしまう。 

③  農地集積の困難さ 

 現在日本の農地は小規模であり、また多くの農地が散在している状態である

（資料 15 参照）。諸外国に対抗するためには効率化が必要であるが、そのため

には散在している農地を集積し大規模化を図る必要がある（資料 16 参照）。 

現在この問題に取り組んでいるのが農地バンクである（資料 17 参照）。農地

バンクにより耕作放棄地の集積化が推し進められているが 2 つの問題が浮上し

ている。1 つ目に農家が農地の貸し出しを躊躇していることである。農家は代々

受け継がれてきた農地を他人に貸したいと考えていないことが大きな要因であ
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る。2 つ目に、農地バンクに登録されている農地の借り手がつかないことであ

る。借り手は大規模な農地を借りることを希望しているが、農地バンクに集積

される農地が小規模かつ散在しているため、借りたい農地が見つからないとい

う状態に陥っている（資料 18 参照）。 

現状この問題は国が強制的に農地を集積でもしない限り解決できない困難な

問題である。しかし、長期的な視野で見れば世代交代により自然と解決でき、

農地バンクは将来大きな成果を上げられると私たちは考えている。なぜなら、

現役世代は高齢の方が多く、今後数十年の間に農業を引退すると思われる（資

料 19 参照）。そして、引退後は、後継者不足から農地が耕作放棄地へと転ずる

可能性が非常に高く、集積が容易であると考えている。    

しかし世代交代するまでの間何もせずにいては、耕作放棄地が増加する一方

であり、将来土壌不良となった農地を開墾しなおす必要が生じてしまう。それ

以上に、その間農業法人が意欲的な取り組みができなくなり、日本農業の体質

改善の足踏みとなることは将来土地を開墾しなおすコスト以上に致命的なこと

となる（資料 20 参照）。 

したがって、現在取り組むべきことは農地集積問題ではなく、それがある現

状でも農業法人が積極的に経営改善に取り組めるような枠組みを生み出すこと

ではないか。すなわち農地集積問題が解決するまでの期間は将来に向けた大規

模化・国際競争への基盤づくりとする絶好の機会と捉えるべきだ。 

３．  提案  

私たちは経営改革に意欲的ではあるものの、現状利用可能な農地に採算性が

なく、大規模改革を断念している農業法人に対し、「オプション付農地貸借」の

提供による「農業経営の強化・人材確保・土壌維持」の促進を提案する。 

オプション付農地貸借とは、将来農地バンクを通じた大規模農地集積の見通

しが立った時点における「貸借契約の更新優先権」、「補助金による貸借条件の

割引」、さらに「借農地周辺農地の貸借交渉の優先権」が付与された農地貸借で

ある（資料 21 参照）。 

つまりこの提案は現在時点では各地の借用可能にも拘らず非活用地となって

いる農地に対し、その周辺地域までを含めた将来の可能性を担保することによ

って、現在時点においても農業法人に大規模化の基礎作りや土壌維持のため活

用してもらうことを狙いとしている。 

非活用地の活用方法としては、農業法人が「オプション付農地貸借」を用い、

直接非活用地を有効活用していく方法（直接方式）と、農業法人が間接的に非

活用地に携わる方法（間接方式）の 2 つを基軸に考えていきたい。  
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①  直接方式：農業法人の新規借入による非活用地の活用（資料 22 参照） 

農業法人がオプション付農地貸借によって現在利用可能な非活用地となっ

ている農地を直接借入し、将来の大規模化を見据えた土壌維持や農業経営改革

を進めていく。そして周辺農地に空きが出た際に、オプションによる交渉優先

権を行使することによって新規借入を行い、規模を拡大していくことで、将来

大規模農業を円滑に着手することができるだろう。 

②  間接方式：農業法人の契約農家援助による非活用地の活用（資料 23 参照） 

農業法人自体は農生産自体を行わないが、6 次産業化の中で商工業者として

間接的に農業経営にかかわる方式となる。6 次産業化推進システムである「農

商工連携」（資料 24 参照）と「オプション付農地貸借」を組み合わせたシステ

ムを構築することによって将来の大規模化を見据えた土壌維持や経営改革を

進めていく。 

農業法人（ここでは間接的に農業に携わる商工業者）が契約農家に対して、

金銭的・人的援助を行い、契約農家が周辺農地を借り入れ、農業規模拡大や品

種改良・機械化の導入等、非活用地を有効に利用する。その際、土地を借りる

のが法人でなくても農商工連携に基づく貸借である場合にはオプションを付

与する。個人農家は援助・農地拡大による生産性向上、法人は取引量増加が見

込まれ、両者両得の関係が築かれるだろう。また規模拡大に関する人手不足は、

法人から契約農家に農業サラリーマンを派遣するという形でカバーする。そし

て、契約農家間で経営スタイルや研究成果等の良い部分を共有させることによ

って、農業経営改革の促進を図る。 

 

これらの提案によって農地集積問題がある現状でも、耕作放棄地の減少、農

業経営改革改善、農業サラリーマンの普及さによる農業人口増加といった日本

農業の抱える諸問題の解決を図ることが可能となる（資料 25 参照）。 

さらに日本農業のより好ましい展望を考える際、上記に加え農業インターン

による充実した農業体験、農場試験場による集中的な農業研究等といったこと

も必要になる。農業法人によるそれらの取り組みの貢献度に応じ、オプション

付農地貸借の内容に変化を加えることによって、より一層日本農産業活性化を

図ることが可能となると考えている。 

４．  インタビューを通して  

今回、レポート作成にあたり『株式会社エマリコくにたち 代表取締役 菱沼 

勇介氏』『株式会社しゅん・あぐり 代表取締役 臼倉正浩氏』の御二方に話を伺

うことができた。 

農地バンクの集積実績が伸び悩んでいる現状に対する質問には、受け継いだ
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農地を貸すことに抵抗があるといった理由の他にも、「農地バンクの取り組み自

体はとても重要なことだが、まだまだ農家として信用に至るまでのシステムが

出来上がっていない。どのように集めるのか、集めたところで借り手がつくの

かといったバランスが課題としてまだ残っている。」との意見を臼倉氏から頂け

た。しかし、「農地バンクはこれから様々な集積実績を積むにつれ、利用者から

の意見が集まり成熟していくと期待している。農地バンクはこれからよくなる

組織である。」とも仰っていた。つまり、システムの未成熟さからくる集積不足

も、時間の流れが解決してくれるといえる。 

また、「自由貿易下において国産品が安い海外農産物に打ち勝つ方法として、

どのようなものがあるか。」という質問に対し、菱沼氏からは「大量生産による

生産コストの低減や高品質化といったものは当然その手段となりえる。」、臼倉

氏からは「生産者による特色、つまりブランドイメージを築き上げて生産品を

購入してもらえるという図式を作りあげていくこと。」との回答を頂けた。また、

臼倉氏はブランドというものについて、「長い月日をかけ、消費者の安心感を築

き上げることによって初めて成り立つもの。ブランドイメージの構築といった

ものは長い時間をかけて行っていかなければならない。」と仰っていた。現場の

意見としても、日本の農業経営改革は足踏みしている暇などないという意識を

窺えた。 

日本農業に対する意識を共有した上で、私達の提案について率直な感想を伺

ったところ、菱沼氏から「耕作放棄地の地権者に農地を貸す意思があることが

条件となるが、オプションの内容は借りる側にメリットがあるものとなってい

ると思う。」、臼井氏から「オプションの内容についてはもう少し詰めていかな

ければならない部分もあるが、提案全体の大枠としてはすごく良い。」と、前置

きはあるものの、全体の発想としては肯定的な意見をいただくことができた。 

５．  おわりに  

提案内容を実際の農業現場にどれだけ近づけていけるのかといった課題はま

だ残る。しかし、TPP 参加における国際競争に向け、今こそ農業経営改革をす

るときであり、金融の力を要するのである。日本の農業改革に秘める将来の収

益性をオプションによって現在の権利に変換し、農業の経営改革のスピードア

ップに活かしていければこれからの日本の農業は飛躍的に発展すると確信する。

日本農業にはまだまだ解決すべき課題が存在するが、まずは「オプション付農

地貸借」を利用することで日本の農業改革の第一歩を踏み出すことができるだ

ろう。 
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【資料 1】農業関連の補助金の数 

 

http://agri-biz.jp/item/detail/3174  

農業技術通信社の農業総合専門サイト 

 

【資料 2】農業関連の補助金の一部

 

http://shien39.jp/%e6%94%af%e6%8f%b4%e6%83%85%e5%a0%b1/ 

三里浜砂丘地農業支援センターHP より  
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【資料 3】日本の農業が衰退すると 
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http://diamond.jp/articles/-/80482?page=2 

ダイアモンドオンライン『ＴＰＰはチャンスではない！日本の農業は確実に衰

退する』より  
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【資料 4】日本の食の安全性に関する記事 

 

http://yumenavi.info/lecture.aspx?GNKCD=g006101&OraSeq=46763&ProId

=WNA002&SerKbn=Z&SearchMod=8&Page=1&KeyWord=%E8%BE%B2%E6

%A5%AD%E7%B5%8C%E6%B8%88%E5%AD%A6     

夢ナビ編集部より  
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【資料 5】生産地注目度アンケート 

 

 

https://www.okb-kri.jp/_userdata/pdf/press/20140409_shufu_shokunoanzen.

pdf 株式会社  共立総合研究所『「食の安全・安心」についてのアンケート結果』より  
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【資料 6】諸外国と対等に競争できると考えている記事 

 

 

http://business.nikkeibp.co.jp/article/manage/20110916/222678/ 

日経ビジネスモバイル版より  
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【資料 7-1】農業法人 

 

 

 

筆者作成  
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【資料 7-2】法人化のメリット  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://hojin.or.jp/standard/what_is/what_is.html 

公益社団法人日本農業法人協会より  
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【資料 8】農業従事者数の動向 

 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/sihyo/data/08.html 

農林水産省 HP のデータより筆者作成  

 

【資料 9】「農業に興味関心があるか」のアンケート 

 
http://www.sodateage.net/delivery/agri_report.pdf 

特定非営利活動法人  「育て上げ」ネット  『平成 19 年度収納量差研究事業報

告書』より  
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【資料 10】「農業を仕事にしても良いと思うか」のアンケート 

 

http://www.sodateage.net/delivery/agri_report.pdf 

特定非営利活動法人  「育て上げ」ネット  『平成 19 年度収納量差研究事業報

告書』より  

 

【資料 11】「農業を仕事にしたくない理由」のアンケート 

 

http://www.sodateage.net/delivery/agri_report.pdf 

特定非営利活動法人  「育て上げ」ネット  『平成 19 年度収納量差研究事業報

告書』より  
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【資料 12】「どのような環境や支援があれば農業にかかわる仕事への就職を

検討するか」のアンケート 

 
http://www.pal.or.jp/group/research/2013/130626/research.pdf 

パルシステム生活協同組合連合会  『農業に興味がある学生の実態量差 2013』

より  
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【資料 13】高品質でも現状では売れないという記事 

 

 

http://wedge.ismedia.jp/articles/print/1655 株式会社ウェッジのサイトより  
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【資料 14-1】機械化による労働時間の低減 

 

 

 

 

 

http://www.maff.go.jp/j/council/sizai/kikai/25/pdf/ref_data3_2.pdf 

農業資材審議会農業機械化分科会 第 25 回（平成 28 年 3 月 31 日）配布資料よ

り 
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【資料 14-2】ハイテク農業の例 LED 人工光型植物工場 

 

 

 

 

http://wired.jp/2014/07/15/indoor-farm/ 

wired 『世界最大級の「植物工場」、宮城に新設』 より 
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【資料 14-3】有機農法・需要 

 

http://www.sansui-co.com/topics/organic.html 

株式会社アドバンテック・サンスイ「有機農業の現状や問題点について」より 

 

 

【資料 14-4】品種改良による消費者・農家のメリット 

 

http://www.jba.or.jp/top/bioschool/seminar/q-and-a/qa_06.html 

みんなのバイオ学園「遺伝子組換え技術について」より 



 
 
応募論文の本文＜５枚以内＞（１枚：３５字×３５行） 

 

（35 字×35 行） 第 12 回 日銀グランプリ応募原稿 

21

【資料 14-5】生産方法の工夫 

 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/skkkaigi/dai2/siryou5-2.pdf 

首相官邸 日本経済再生本部 「第２回 産業競争力会議 配布資料５－２」

より 

 

 

【資料 14-6】6 次産業化について 

 

http://6-ch.jp/siru.html 

6 次産業化ポータルサイト 6 チャネル 「6 次産業化を知りたい」より 
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【資料 15】日本の農地面積 

 
 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/menseki/pdf/menseki_kout

i_15.pdf 

農林水産省統計部『耕地及び作付面積統計』より  

 

日本 米国 カナダ 中国 インド ドイツ

国土面積
（万ha）

3,780 98,315 99,847 95,629  32,873 3,572

農地面積
（万ha）

455 40,871 6,535 51,455  17,930 1,666

国土に占める
農地の割合

（％）
12 41.6 6.5 53.8 54.5 46.7

※資料：FAO統計 （2012年）
 

http://www.maff.go.jp/j/kokusai/kokusei/kaigai_nogyo/ 

農林水産省 HP より筆者作成 
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【資料 16】一戸当たりの農地面積比較 

 

 

https://www.dpj.or.jp/download/14236.pdf 

民主党（現民進党）「各国の平均農業経営面積比較」より  
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【資料 17】農地バンクについて 

農地中間管理機構とは、「農地の中間的受け皿」として平成 26 年度に農林水

産省が全都道府県に設置した公的機関のことである。  

 農地中間管理機構は  

    ・  農業をリタイアするため農地を貸したいとき  

    ・  利用権を交換して、分散した農地をまとめたいとき  

    ・  新規就農するため農地を借りたいとき  

に活用できる。  

http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/ 

農林水産省 HP より筆者作成 

 

 
http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/attach/pdf/index-19.pdf 

農林水産省「中間管理機構の概要」より  
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http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/kikou_ichran.html 

農林水産省 HP より 
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【資料 18】農地の借り手がつかない 

 

・・・農地バンクの登録された非活用農地  

・・・貸し出しを躊躇している農家の農地  

・・・現役で働いている農家の農地  

http://www.tochikatsuyou.net/farmland/nouchi-bank/ 

土地カツ net より筆者作成 
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【資料 19】農業従事者の年齢 

 

http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h22/pdf/z_2_3_2.pdf 

農林水産省「農業就業者の動向」より  
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【資料 20】農業法人が足踏みしている記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.saga-s.co.jp/column/economy/22901/336660 

佐賀新聞 LiVE より 
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【資料 21】オプション付農地貸借の説明 

 

筆者作成  
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【資料 22】直接方式：農業法人の新規借入による非活用地の活用 

 
 

【資料 23】間接方式：農業法人の契約農家援助による非活用地の活用 

 
 

【図引用サイト】  

http://solar-nenkin.com/hunting-land/pv-candidate-lots-in-kibi-chuoh-town/ 

http://free-photos.gatag.net/2013/05/21/050000.html 
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【資料 24-1】農商工連携の説明 

農商工連携とは、農林水産業者と商工業者がそれぞれの有する経営資源を互い

に持ち寄り、新商品やサービスの開発・提供、販路の拡大などに取り組むこと

である。農林水産省は、地域経済の活性化のため、農商工等連携促進法や予算

措置により、経済産業省と連携して 2007 年からこの取組を支援している。  

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/nosyoko/ 

農林水産省 HP より筆者作成  
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http://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/nosyoko/pdf/nou.pdf 

農林水産省「農商工連携の促進に向けた施策等について」より  
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【資料 24-2】農商工連携の事例  

 

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/nosyoko/pdf/88zirei.pdf 

農林水産省「農商工連携 88 選」より一部抜粋 
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【資料 25】消費者、農地、労働者、法人の相関図 

 
筆者作成  


